
平成24年12月末現在の

人口の動き
●人口　 14,265人（前月比−21人）	 男 7,108人（−20人）	 ●外国人人口 84人（前月比±0人）男 36人（−1人）女 48人（＋1人）
　（外国籍除く） 　（前年比＋78人）	女 7,157人（−1人）	 ●世帯数 4,342世帯（外国人のみの世帯含む）
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今冬も弁天潟に白鳥が訪れ、今が見ごろです。
（関連記事は 2ページをご覧ください）



広報聖籠 H25.2　2

冬
の
使
者
を

迎
え
て

　

一
面
が
銀
世
界
と
な
る
弁
天
潟
。

　

ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
を
頬
で
感
じ
る
頃

に
な
る
と
訪
れ
る
冬
の
使
者
が
い
ま
す
。

　

白
鳥
。
そ
の
優
雅
に
羽
を
広
げ
る
姿
は
と

て
も
美
し
く
、
白
鳥
の
い
る
弁
天
潟
は
、
聖

籠
町
の
冬
の
風
物
詩
で
す
。

　

こ
の
風
景
を
陰
で
支
え
続
け
て
い
る
人
が

い
ま
す
。

　

蓮
野
在
住
の
二
宮
栄
𠮷
さ
ん
（
以
下
、
二

宮
さ
ん
）。
町
の「
白
鳥
お
じ
さ
ん
」と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
弁
天
潟
で
白
鳥
に
餌
付
け
を

し
て
い
ま
す
。

　

弁
天
潟
に
は
毎
年
多
く
の
白
鳥
が
訪
れ
ま

す
。
今
で
は
土
曜
、
日
曜
に
は
親
子
連
れ
が

餌
付
け
を
行
う
和
や
か
な
風
景
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
今
ま
で
地
元
の

人
た
ち
が
努
力
し
て
き
た
賜
物
で
す
。

　
「
蓮
野
の
加
藤
勘
作
さ
ん
（
故
人
。
以
下
、

加
藤
さ
ん
）
が
餌
付
け
を
は
じ
め
、
一
生
懸

命
に
続
け
た
結
果
、
冬
に
訪
れ
る
白
鳥
が
増

え
、
岸
ま
で
餌
を
つ
い
ば
み
に
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。」

　

二
宮
さ
ん
が
餌
付
け
を
始
め
た
の
は
、

30
年
ほ
ど
前
。
そ
の
頃
白
鳥
お
じ
さ
ん

だ
っ
た
加
藤
さ
ん
と
一
緒
に
餌
付
け
を
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
二
宮
さ
ん
は
、
加
藤
さ
ん

か
ら
話
を
聞
き
な
が
ら
、
餌
付
け
を
学
ん
で

い
き
ま
し
た
。

　

後
に
、
白
鳥
お
じ
さ
ん
は
同
地
区
の
加
藤

繁
雄
さ
ん
、
二
宮
正
光
さ
ん
と
続
き
、
現
在

は
二
宮
さ
ん
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
「
加
藤
さ
ん
は
口
笛
を
吹
い
て
白
鳥
に
餌

や
り
を
知
ら
せ
て
い
ま
し
た
。」

　

二
宮
さ
ん
も
口
笛
を
吹
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
潟
の
遠
く
に
い
る
白
鳥
に
餌

や
り
を
知
ら
せ
る
た
め
。

　

口
笛
を
吹
か
な
く
て
も
、
二
宮
さ
ん
が
見

え
る
と
一
斉
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
二
宮
さ

ん
が
手
の
平
に
餌
を
持
っ
て
差
し
出
せ
ば
、

白
鳥
た
ち
は
そ
れ
を
食
べ
る
ほ
ど
の
信
頼
関

係
で
す
。

　

し
か
し
、あ
く
ま
で
野
生
の
鳥
。
本
来
は
、

田
ん
ぼ
な
ど
か
ら
少
量
を
見
つ
け
て
食
べ
る

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
餌
付
け
を
す
る
か

し
な
い
か
は
、
そ
の
日
の
天
候
次
第
。
雪
が

田
ん
ぼ
を
覆
い
、
自
力
で
餌
を
探
す
こ
と
が

で
き
な
い
日
は
、
白
鳥
が
多
く
い
る
と
き
を

見
は
か
ら
っ
て
餌
を
あ
げ
ま
す
。

　
「
白
鳥
の
好
物
は
パ
ン
の
切
れ
端
で
、
よ

く
食
べ
ま
す
」
と
二
宮
さ
ん
。
白
鳥
は
水
に

浮
い
た
餌
を
食
べ
る
の
で
、
よ
く
浮
く
パ
ン

が
一
番
食
べ
や
す
い
と
の
こ
と
。
パ
ン
だ
け

で
は
遠
く
へ
飛
ば
ず
、
広
く
い
き
わ
た
ら
な

い
た
め
、「
し
い
な
米
」
を
混
ぜ
て
ま
い

撮影：二宮栄𠮷

（写真右上、左下）二宮さんが餌やりのため桟
橋の上にあがると白鳥が一気に群がる。餌は家
族単位で食べるため、家族でない白鳥はつつき
まわされ、なかなか餌を食べれないことも。

（写真右下）潟の底に落ちた餌をたべるため、
おしりを上げて潜る白鳥。餌やりのときにしか
見ることのできない貴重な光景。
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て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
餌
や
り
は
個
人
的
な
楽
し
み
で
も
あ
り

ま
す
」
と
語
る
二
宮
さ
ん
で
す
が
、
厳
し
い

寒
さ
に
な
る
と
、準
備
が
と
て
も
大
変
で
す
。

　
「
潟
が
凍
る
と
、
桟
橋
か
ら
長
い
棒
で
氷

を
割
り
、
水
面
に
餌
を
ま
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
白
鳥
は
水
や
泥
と
一
緒
で
な
い
と

餌
を
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
。」

　

水
辺
に
餌
を
ま
く
た
め
に
は
、
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
白

鳥
の
数
を
観
測
し
て
い
る
の
も
二
宮
さ
ん
。

　
「
白
鳥
は
日
の
出
の
こ
ろ
と
日
没
の
こ
ろ

に
多
く
い
ま
す
。
天
気
が
い
い
と
、
朝
早
く

に
飛
ん
で
い
き
、
日
が
沈
む
こ
ろ
に
帰
っ
て

き
ま
す
。」

　

日
中
に
白
鳥
が
多
く
い
る
の
は
、
寒
さ
が

特
に
厳
し
く
な
る
1
月
下
旬
か
ら
2
月
中
旬

に
か
け
て
。
こ
の
こ
ろ
は
餌
の
消
費
量
も
増

え
ま
す
。

　

広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
餌
の
提
供
を

呼
び
掛
け
て
い
る
も
の
の
、
近
年
は
餌
が
集

ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
厳
冬
期
を
迎

え
る
白
鳥
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
切
実
な
問
題

で
す
。

　
「
昨
年
は
大
雪
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
田

ん
ぼ
で
餌
を
探
す
こ
と
が
で
き
ず
、
衰
弱
の

た
め
6
羽
ぐ
ら
い
が
弁
天
潟
で
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。」

　

今
年
も
餌
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
餌
の
不
足
は
他
に
も
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

　
「
今
は
餌
が
あ
ま
り
集
ま
ら
な
く
て
、
餌

付
け
を
続
け
ら
れ
る
か
分
か
ら
ず
、
後
継
者

の
育
成
も
で
き
ま
せ
ん
。」

　

白
鳥
が
訪
れ
る
風
景
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
も
、ぜ
ひ
餌
の
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

2
月
の
厳
冬
期
を
過
ぎ
る
と
、
冬
の
使
者

と
の
別
れ
の
と
き
が
近
づ
き
ま
す
。

　
「
3
月
に
な
る
と
白
鳥
は
徐
々
に
故
郷
に

帰
り
は
じ
め
ま
す
。
少
し
さ
び
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
い
る
間
に
け
が
を

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
無
事
に
飛
び

立
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。」

　

弁
天
潟
の
白
鳥
が
無
事
に
帰
れ
る
よ
う
、

二
宮
さ
ん
と
と
も
に
町
民
の
皆
さ
ん
も
見
ま

も
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課  

広
報
広
聴
係
（
内
線
２
２
８
）

白
鳥
の
餌
を
集
め
て
い
ま
す

　

こ
の
冬
も
多
く
の
白
鳥
が
弁
天
潟
を
訪
れ

て
い
ま
す
が
、
餌
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

白
鳥
に
空
腹
で
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
な
い

た
め
に
、
ま
た
、
よ
り
多
く
の
白
鳥
に
訪
れ

て
も
ら
う
た
め
に
も
、白
鳥
の
餌
と
な
る「
し

い
な
米
」や「
パ
ン
」、「
茶
が
ら
」な
ど
が
あ
れ

ば
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課
（
内
線
２
３
３
）

撮影：二宮栄𠮷

撮影：二宮栄𠮷

聖籠町の白鳥おじさん
二宮栄𠮷さん（60才）

蓮野在住
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税務財政課
エレベーター

納税
対策室

監査
委員室

ロビー

トイレトイレ
階段階段→

←←

階
段
階
段
↑

↑

↓

↓

↓

↓

階
段
階
段

女　男農業委員会

1階

産業観光課

町民課

相談室

正面玄関

中央玄関

会計室

食堂
用務員室

宿直室

東口
玄関

税の申告はお早めに
申告・相談受付は　2月18日(月)～3月15日(金)です

●所得税確定申告　●住民税申告　●消費税申告　のご案内
　平成 24 年分所得税の確定申告及び平成 25 年度住民税の申告・相談の受付は、2 月 18 日（月）
から 3 月 15 日（金）（消費税申告は税務署にて４月１日）まで、町役場で行われます。
　また、役場の閉庁日（土・日曜・祝日）での申告相談・受付は行いませんが、申告書は郵便
もしくは信書便による送付または税務署の時間外収受箱への投函により、提出することができ
ます。
　なお、平成 25 年１月 15 日（火）午前 8 時 30 分から平成 24 年 3 月 15 日（金）までの間は
24 時間 e－Tax をご利用できます。（メンテナンス時間：毎週月曜日午前 0 時から午前 8 時 30
分を除く）

※所得税の還付申告をされる方は、申告期間前でも申告書を提出することができます。
※e－Tax を利用される場合は、事前に電子証明書の取得や、パソコンにつなぐ IC カードリー

ダーライターの購入が必要となります。電子証明書は役場町民課で取得できますが、証明書
発行（手数料がかかります）までに一週間程度かかりますので、早めの手続きをお願いします。

税務署の申告会場は
� 新発田市カルチャーセンターです
　次の方は、税務署で申告をお願いします。
　　・自営業者（農業を除く）
　　・株式等の譲渡所得や先物取引に係る
　　　雑所得のある方
　　・住宅借入金等特別控除（初年度）を受ける方
　　・消費税の申告で簡易課税制度を選択していな
　　　い方
●申告相談：2月13日（水）～ 3月15日（金）（土・日を

除く）
●受付時間：午前9時00分～午後4時00分

収入がない方の住民税申告と
� 所得証明書等について
　平成24年中の収入（所得）がな
かった方は原則的に申告する必要が
ありませんが、以下のような手続き
をする場合は、収入がない旨の住民
税申告をしなければならない場合が
ありますのでご注意ください。
・所得証明書、非課税証明書の発行
・国民健康保険税、後期高齢者医療
　保険料の軽減
・介護保険料の算定
・障害基礎年金支給額の算定
・国民年金保険料の免除
・児童手当の受給　　など

申告書は、
� 自分で書いてお早めに
　医療費の集計や、農業所得の収支
計算内訳書などは、申告・相談の前
に各自で計算されてからおいでくだ
さい。

町役場の申告会場は、１階会議室です。
受付時間　午前8時30分～11時30分　午後1時～5時

会場
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所得の申告・納税相談の受付について
◎会場の混雑緩和のため、集落ごとの日程を下記の
とおり設定しました。
　申告会場での混雑を緩和するため、集落ごとの日程を設定しましたが、この日程で都合のつ
かない方は、申告期間中いつでも申告ができますので、期限内に申告してください。
　また、税務署から申告書用紙が送付されている方は、必ずその用紙をお持ちになって、おい
でくださるようお願いします。

※申告期間中、会場では多くの方がおいでになります。インフルエンザ等の
　予防のため、会場内ではマスクの着用をおすすめします。

確定申告に関するお問い合わせは
新発田税務署　☎ 22－3161（代表）または　役場税務財政課 (内線 145)

月・日・曜日 時間 対　　象　　集　　落

2 月 18 日（月）
～ 19 日（火）

午前 農業所得や小規模な営業所得
等のある方（全集落）午後

2 月 20 日（水）
午前 四ツ屋・道賀新田・上大谷内

午後 真　野

2 月 21 日（木）
午前 丸　潟・桃　山

午後 山倉・苔沼・中の橋

2 月 22 日（金）
午前 本諏訪山・山諏訪山

午後 本大夫・山大夫

2 月 25 日（月）
午前 山大夫・本三賀・山三賀

午後 尾沢ヶ丘・外畑・稲の平・
ひばりが丘

2 月 26 日（火）
午前

二本松・聖中ヶ丘
午後

2 月 27 日（水）
午前 同　上

午後 杉谷内・八幡・東山・旭ヶ丘

2 月 28 日（木）
午前 同　上

午後 蓮　野

3 月 1 日（金）
午前

正　庵・藤　寄　
午後

月・日・曜日 時間 対　　象　　集　　落

3 月 4 日（月）
午前 藤 寄・大夫興野

午後 甚兵衛橋・別 條

3 月 5 日（火）
午前

 蓮　潟
午後

3 月 6 日（水）
午前

蓮潟・蓮潟新田
午後

3 月 7 日（木）
午前

網代浜
午後

3 月 8 日（金）
午前

網代浜・亀　塚
午後

3 月 11 日（月）
午前

 亀　塚
午後

3 月 12 日（火）
午前

 次第浜・汐美台
午後

3 月 13 日（水）
午前

同　上
午後

3 月 14 日（木）
～ 15 日（金）

午前
上記に申告できない方

午後

※農業所得の収支内訳書、減価償却費、医療費の集計などをお済でない方は１時間以上かかり
混雑する原因になります。事前に各自で計算されてからおいで下さい。
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消 費 生 活消 費 生 活

マルチ商法は危険な取引！

オンラインゲームの高額請求にご注意！

　いい話があると誘われ、「人を誘ったり、商品を販売すると必ずもうかる。」
と販売組織に加入されます。実際は販売成果が得られず借金が残り、被害者
となるばかりではなく、人を勧誘・販売することで加害者となり、友人や親
類の関係も壊れてしまうこともあり、危険な取引です。マルチ商法は法律で
厳しく規制されています（連鎖販売取引法）。

　未成年の孫や息子、娘がオンラインゲームをやっている時は注意を払って
あげて下さい。小 6の娘のゲームのアイテム購入代 500 円なら良いと思い
自分のクレジットカードを一回だけ使わせた。その後 10万円ほどのカード
の請求が来たと言う相談が寄せられています。

＊マルチ商法のクーリングオフは契約日から 20日間です
＊クーリングオフが過ぎていてもいつでも中途解約できます
（入会 1年未満の会員は商品受け取り 90日以内で未使用品は引き取って
もらえます）

　役場町民課
消費生活センター

２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

40
２月

【ケース１】 20 代　男性
　高校の友人にいい話があると誘
われた。「会員になり健康食品を
売るだけで簡単に儲かる、お金は
サラ金から借りてもすぐ返せる」
と言われ契約。
　実際、思うように商品は売れず、
商品の在庫とサラ金の借金が残っ
た。

【ケース２】 50 代　女性
　日頃世話になっている叔母の誘い
で化粧品サロンの無料体験へ行き、
断れず高額な美容器具を買った。人
を紹介するとたくさん稼げるという
話だった。
　紹介する人も見つからないし、こ
んな高いものを買うんじゃなかった
と後悔してる。

【事例】
　パソコンでオンラインゲームをやっていた息
子（中学生）に「ゲームのアイテムを買いたい
からクレジットカードの番号を教えてほしい」
と言われた。今回だけと思い、母親の私がカー
ド番号などを入力して 1,000 円分購入した。し
かし、後日カード会社から 7 万円の請求書が届
き、驚いて息子に聞くと、ゲームを続けるため
にその後も何度もアイテムを買い続けていたと
のことだった。

アドバイス
＊ネット上のクレジット決済は、一度番号を入力すると登録となるサイ

トもあり、その場合、登録後は簡単な認証のみで利用できます。利用

する前に仕組みを理解し、慎重に行う必要があります。

＊オンラインゲームを利用する際のルールを子どもとよく話し合ってお

きましょう。（国セン　子どもサポート情報　第 48 号より抜粋）

消費者庁 事故情報
電動車いすの事故

　先日、電動車いすを使用
中に、踏切で列車にはねら
れ死亡した事故が消費者庁
に報告されました。電動車
いすを使用されている際に
起こった死亡・重傷事故は、
今年 4 月以降、すでに 11
件が報告されています。

（消費者庁ニュースリリース H24.11.27）

図１　ジョイスティック形の
　　　電動車いす（イメージ図）

図２　ハンドル形の電動車いす
　　　（イメージ図）
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交通安全出初め式が行われました
　平成 25 年 1 月 9 日（水）新発田警察署管内市町村の交通安全協会・母の会・交通安全指導員合同による
出初め式が行われました。
　新しい年の初めに、地域の安全祈願と、交通安全指導員による交通事故防止活動の決意表明が宣言されま
した。
　平成 25 年も、地域や家庭から交通安全を呼びかけ、交通事故防止に努めます。

～交通安全祈願祭の様子～
　安全協会・母の会・交通安全
指導員など参加者全員で１年間
の交通安全を祈願しました。

～交通安全宣言～
　聖籠町の新保専門交通安全指
導員が代表して、交通事故防止
活動へのまい進を宣言しました。

～交通安全指導員の点検～
　交通安全指導員の規律と服装
について、点検官（聖籠町長）
より点検を受けました。

おかげさまで聖籠町は
平成２４年交通死亡事故ゼロを

達成しました！

　平成 24 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日の間、新潟県内における交通事故死亡者数は 107 人で、昭和 31 年に 94
人の交通事故死亡者を出して以来、56 年ぶりに 110 人を下回りました。
　新発田警察署管内では、昨年は 3 名の方が犠牲になりましたが、聖籠町
における交通事故死亡者はゼロを達成できました。
　悲惨な交通事故が 1 件でも減るように、これからも交通事故に遭わない、
起こさない、を心がけていきましょう。『今日も一日交通安全！』

町の交通事故発生状況（平成24年）
区分

年

12月 1月〜 12月
発生件数

（件）
死者数
（人）

傷者
（人）

発生件数
（件）

死者数
（人）

傷者
（人）

平成24年 4 0 4 50 0 64

平成23年 9 0 9 70 1 90

増　減 -5 0 -5 - 20 - 1 - 26

交通安全に関することは
役場　生活環境課

☎27ー1962（直通）

交 通
安 全
vol.129

今日も一日交通安全
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　当社は、昭和 47 年創業以
来、東北電力企業グループ
の一員として、火力・原子
力発電所等の環境保全に関
る事業を展開しています。
　新潟支社は，主に東北電
力㈱東新潟火力発電所の構
内緑化維持管理や、環境測
定分析を通じて電力の安定

供給に協力しております。
　地球は豊かな包容力で様々な生物を育み、私たち人の活発な活動を支
えてきてくれました。澄んだ空気、きれいな水、豊かな緑・・・。
　その豊かな自然環境と快適な生活環境を次代に引き継いでいくために、当社は長年の経験を活かし、新しい発
想と高い技術力で、人と産業との調和、自然と人との共生を図っていきます。

企　業
データ

企　業
データ

東港立地企業連絡協議会とは…
　新潟東港工業地域の聖籠地区に立地又は土地を所有する企業により構成されている協議会
で、行政機関と立地企業間の連絡調整や、企業間の情報交換を行うことで技術の研鑚及び親
睦を図り、行政機関・企業の事業展開を支援するとともに、地域の福祉と文化の向上に資す
るため活動しています。

　東新林業は「来て見て比べて夢ハウス」のＣＭで有名な夢ハウ
スのグループ企業です。
　夢ハウスグループの企業理念は「本物のものづくりを通して、
お客様と最高の価値と感動を共有し続けること」であり、天然無
垢材にこだわった家づくりをしております。東港工場では、住宅の骨組みとなる真壁用に化粧した柱・梁や土台・
大引などを生産（乾燥加工）し、県内外の夢ハウスビジネスパートナー（工務店）へ出荷。年間約２万坪の生産
量をほこっております。
　また、ロシア、中国、カナダなどから直接仕入れを行う拠点としての役目も担っております。
　特許取得済の木材乾燥機は 24 台稼働しており、在来住宅専門の化粧した構造無垢材の生産工場では、日本一
の規模をほこっております。
　家づくりのことなら、東新林業と夢ハウスにご相談下さい。

東北緑化環境保全株式会社 
新潟支社
所在地：聖籠町東港一丁目1－155
  ☎  ：０２５－２５６－２５０６
FAX：０２５－２５６－３１３４
HPアドレス：http://www.tohoku-aep.co.jp

株式会社 東新林業 東港工場
所在地：聖籠町東港4－256－11
  ☎  ：０２５－２５６－８６５０
FAX：０２５－２５６－２０００
HPアドレス：http://www.toshin-r.jp

vol.27
東港立地企業連絡協議会の会員
企業を順次ご紹介します。

お問い合わせ　東港立地企業連絡協議会事務局（役場東港振興室）（内線 242）
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

12
月
18
日
（
火
）

■
第
７
回
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定

委
員
会
を
開
催

　

第
７
回
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
議
論
の
ま
と
め
と
し
て
、
答
申
案

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
平
成
25
年

１
月
11
日
（
金
）
に
藤
本
委
員
長
か

ら
町
長
に
対
し
て
最
終
答
申
を
行
い

ま
し
た
。

12
月
19
日
（
水
）

■
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
開
催

　
特
別
職
の
給
料
な
ど
据
え
置
き

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
（
森
猛
義

会
長
）
が
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度

の
町
長
な
ど
特
別
職
の
給
料
と
議
員

報
酬
に
つ
い
て
町
長
か
ら
諮
問
を
受

け
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
「
据
え

置
く
こ
と
が
適
当
」
と
の
答
申
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
据
え
置
き
は
、
町
長
な
ど

特
別
職
の
給
料
が
17
年
連
続
、
議
員

報
酬
が
５
年
連
続
と
な
り
ま
し
た
。

現
行
の
給
料
、
報
酬
（
月
額
）
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

町
長　
　

80
万
６
千
円

　

副
町
長　

64
万
５
千
円

　

教
育
長　

53
万
円

　

議
長　
　

30
万
３
千
円

　

副
議
長　

24
万
６
千
円

　

議
員　
　

22
万
２
千
円

生
活
環
境
課

１
月
６
日
（
日
）

■
町
消
防
出
初
式
を
実
施

　

町
民
会
館
を
会
場
に
聖
籠
町
消
防

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

各
地
域
の
消
防
団
が
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
な
が
ら
、
町
内
を
広
報
し
、

そ
の
後
、
町
、
消
防
団
、
消
防
関
係

機
関
か
ら
約
90
名
、
33
台
の
参
加
に

よ
る
車
輌
パ
レ
ー
ド
、
続
い
て
安
全

祈
願
、
実
践
放
水
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
の
聖
籠
町
の
火
災
件
数

は
2
件
で
、
前
年
の
6
件
か
ら
4
件

減
少
し
ま
し
た
。

　

地
域
、
家
庭
、
そ
し
て
一
人
ひ
と

り
が
火
の
取
扱
い
に
注
意
し
、
火
事

を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会

12
月
25
日
（
火
）

■
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
21
期
第
34

回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

以
上
の
５
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

学
校
教
育
課

12
月
27
日
（
木
）

■
第
12
回
教
育
委
員
会
定
例
会
開
催

・
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び

執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に

つ
い
て

以
上
の
１
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

圓
山
昌
晴
さ
ん（
蓮
野
在
住
）

が
、
12
月
に
行
わ
れ
た
第
４
回

町
議
会
定
例
会
で
議
会
の
同
意

を
得
て
、
12
月
20
日
付
け
で
町

長
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

圓
山
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

り
新
潟
県
庁
職
員
と
し
て
奉
職

さ
れ
、
豊
か
な
見
識
と
経
験
を

備
え
た
経
歴
を
お
持
ち
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
適
正
か
つ
公
平
な

審
査
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
24
年
12

月
20
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
19

日
ま
で
で
す
。

町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会

委
員
に

圓
山
昌
晴
さ
ん
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《相談事業》
ところ　役場３階第３会議室
◆行政相談
　12日（火）
　午前９時30分～11時
　 役場総務課（内線226）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　６日（水）、20日（水）
　午後１時～４時
◆無料弁護士相談（要事前予約）
　28日（木）
　午後１時～４時
　 町社会福祉協議会
　☎27−6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○１歳２ヶ月児歯科健診
　４日（月）午後１時15分～
○１歳６ヶ月児健診
　21日（木）午後１時～
○乳児健診
　22日（金）午後１時15分～
○３歳６ヶ月児歯科健診
　25日（月）午後１時15分～

2 月 の 行 事

INFORMATION

聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O RM A T I O N

町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

2
月

1
日	

聖
籠
町
農
業
再
生
協
議
会
臨

時
総
会

6
日	

第
１
９
４
回
新
潟
県
都
市
計

画
審
議
会

7
日	

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合

議
会
定
例
会

12
日	

公
益
社
団
法
人
日
本
下
水
道

協
会
理
事
会

13
日	

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
市
町
村
長
協
議
会

14
日	

農
家
組
合
長
会
議

　
　

	

新
潟
東
港
地
域
水
道
用
水
供

給
企
業
団
議
会
定
例
会

21
日	

町
村
会
正
副
会
長
会
議
・
定

期
総
会

農業委員会委員選挙人名簿
縦覧ください

2 月 23 日（土）～ 3 月 9 日（土）
役場 2 階　選挙管理委員会室

　1 月に皆さまから申請いただいた農業委員会委員選挙人名簿登載
申請に基づき、農業委員会委員選挙人名簿を作成しました。
　名簿の登録もれや正確性を期すために、2 月 23 日から 3 月 9 日
まで名簿を確認することができます。
　この名簿は 3 月 31 日に確定となり、3 月 31 日から平成 26 年 3
月 30 日まで使用されることになります。
　また、土日など閉庁日に縦覧されたい方は、お手数ですが事前
に下記までお問い合わせください。

献血にご協力を
３月５日（火）役場で献血を行います

　病気、事故の治療に使われる輸血用血液は、すべて善意の献血
で得られた血液でまかなわれています。
　長期保存のできない血液を一年を通じて安定供給するため、皆
さんのご理解と継続的なご協力をお願いします。

：聖籠町役場 1 階
■受付時間：午前 9 時 30 分～ 12 時
■献血をできる方

満 16 歳～ 69 歳までの方
（65 歳以上の献血者については、60 歳～ 64 歳の間に献血履歴が
あることを必要条件とします。）

聖籠町選挙管理委員会（役場総務課内）（内線 227）

役場保健福祉課（保健福祉センター）保健衛生係
☎ 27ー6511
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12 月の届出

（注１）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承
　　　  諾の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注２）略した文字で掲載してあります。
　　　  戸籍の氏名と異なることがあります。
　　　  ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

山大夫
　小　柳　裕

ゆう

　一
いち

 さん
（齋　藤）広

ひろ

　美
み

 さん ｝
二本松

　伊　藤　雄
ゆう

　介
すけ

 さん
（新　野）香

か

奈
な

子
こ

 さん ｝
山　倉

　渡　邉　剛
つよ

　史
し

 さん
（尾　身）麻

ま

　緒
お

 さん ｝
山　倉

　板　倉　　　薫
かおる

 さん
（小　川）亮

りょう

　子
こ

 さん ｝
次第浜

　宮　下　直
なお

　毅
き

 さん
（齋　藤）美

み

　里
さと

 さん ｝

	 氏　名	 年齢	 行政区

堀　川　三
さぶ

　郎
ろう

 さん	（81 歳）	 藤　寄

水戸部　孝
たか

　義
よし

 さん	（79 歳）	 道賀新田

山　口　兼
かね

　松
まつ

 さん	（95 歳）	 亀　塚

五十嵐　キ　イ さん	（89 歳）	 外　畑

宮　澤　冨
ふ

士
じ

夫
お

 さん	（59 歳）	 網代浜

渡　邉　壽
とし

　男
お

 さん	（72 歳）	 網代浜

阿　部　キ　ソ さん	（93 歳）	本諏訪山

𠮷　田　安
やす

　雄
お

 さん	（80 歳）	 二本松

阿　部　ナ　カ さん	（88 歳）	 蓮　潟

渡　邊　和
かず

　良
よし

 さん	（60 歳）	 亀　塚

佐　藤　英
え

佐
さ

武
む

 さん	（84 歳）	 藤　寄

渡　邉　ヨイコ さん	（85 歳）	 網代浜

長谷川　テ　ル さん	（101 歳）	蓮　潟

ごめいふくをお祈りします
死 亡

	 赤ちゃん	 保護者	 行政区

翼
つばさ

 	ちゃん	（𠮷滿　亮太）	 網代浜

真
ま

由
ゆ

 	ちゃん	（羽田野麗人）	 山大夫

杏
あん

侍
じ

 	ちゃん	（貝沼　　聡）	 別　條

彰
あき

士
と

 	ちゃん	（遠藤　直樹）	 藤　寄

樹
いつ

晃
き

 	ちゃん	（遠藤　智也）	 本大夫

隼
しゅん

 	ちゃん	（𠮷田　保男）	 山大夫

夢
ゆ

衣
い

 	ちゃん	（獅子山健太郎）	 旭ケ丘

優
ひろ

 	ちゃん	（斉藤　　翼）	 本大夫

　町教育委員会では、各小中学校に学校運営協議会を設置
しています。学校運営の基本的な方針を承認したり、学校
の教育活動などについて意見を述べたりすることで、保護
者や地域の皆さんの意見を学校運営に反映させることが目
的です。
　この学校運営協議会の委員（非常勤特別職・若干の謝金
あり）を募集しますので、町民で学校教育に関心をお持ち
の方はご応募ください。

１　募集人数
　　町内小学校・聖籠中学校　　各若干名
＜仕事内容＞
　　次のことについて意見を述べていただきます。
　・教育課程の編成に関すること
　・学校経営計画に関すること
　・組織編成に関すること
　・その他学校運営の全般に関すること

２　任　　期
平成 25 年 4 月 1 日〜平成 26 年 3 月 31 日まで

（1年間）

３　応募締切
平成 25 年 2 月 18 日（月）

４　申込方法
希望される学校名を明記し、住所、氏名、年齢、職業、
電話番号、応募の動機をお書きいただき、官製はがき・
封書で郵送又はメールで申し込みください。

５　申 込 先
【郵送】957－0192　聖籠町大字諏訪山 1635 番地 4
　　　　　　　　　聖籠町教育委員会　学校教育課

【メールアドレス】e-gakkou@town.seiro.niigata. jp

６　選考と結果の通知
3 月の定例教育委員会で委員の選任について審議し決
定されます。
結果については、4 月上旬に通知いたします。

学校運営に
関心のある方を
募集します。

役場学校教育課（内線 302）
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平成25年度聖籠町住民健診をお申込みください!!

※４　75歳以上 または 40歳未満
私は、後期高齢者医療保険。
丈夫で、医者には全くかかっていない
のが自慢よ。全部、町の集団健診を受
けて、健康を確かめるわ。

※３　聖籠町国民健康保険 加入者
今年は、人間ドックに入って、しっか
りすみずみまで確認しようかな。別紙
の国民健康保険特定健診申込書でドッ
クを申し込もう！

　聖籠町では、町民の皆様の生活習慣病予防・早期発見・早期治療に役立てていただくため
に、各種住民健診を実施しています。円滑に健診事業を展開し、住民の皆様が受診しやすい体
制をつくるために、受診者数の見込みを把握することが必要です。1月下旬から2月に、区長・
隣組長を介して全世帯配布します「平成25年度聖籠町住民健診申込書」への記入・提出のご協
力をお願いいたします。

※健診（検診）の日程は、住民健診申込書と同時に配布します。
※お申込みは、健診（検診）日の直前まで随時受け付けます。

聖籠花子 55歳
主婦

聖籠太郎 57歳
会社員

聖籠ハナ 78歳
無職

聖籠緑丸 41歳
自営業

お申込み・お問い合わせ　役場保健福祉課（保健福祉センター）保健衛生係　☎ 27－6511

（申込み例）
※２　社会保険 被扶養者
私は夫の扶養家族。会社を通して保険者から
特定健診受診券が送られてくる予定です。届
いたら、保健福祉センターに電話して「町の
健診（秋）」を申し込むわ。乳がんは昨年受
けたので、今年はお休みね。

※１　社会保険加入 本人
私は、会社で特定健診は受けているけ
ど、がん検診が無いため、「町の検診
（春）」で胃がん・大腸がん検診だけ受
けてみよう！
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（申込書記入例）

※１　　　　　　会社での職員健診に、がん検診が含まれていない場合があります。太郎さんのように働き盛り
だからこそ、がん検診は毎年受けてほしいものです。ぜひ、町の検診をお申込みください。

※２　　　　　　41歳～74歳までの方の「特定健診」は、加入している国民健康保険や社会保険が指定した検査
機関・医療機関で受けることになります。

国民健康保険加入の方は、別紙「平成25年度国民健康保険特定健診・人間ドックのご案内」でお申込み下
さい。社会保険被扶養者の方は、社会保険が発行する「特定健診受診券」で、町の集団健診を受けること
ができる場合もありますので、必ず保険者に確認してください。

※３　　　　　　30歳以上で、聖籠町国民健康保険加入の方は、特定健診は別紙の「平成25年度国民健康保険特
定健診申込書」でお申込みください。町集団健診か国民健康保険人間ドックが選べます。

※４　　　　　　75歳以上の方、又は40歳未満の方は、今までどおり、町の集団健診を受けられます。今回の申
込書でぜひお申込みください。

「健診」・・・健康診断のこと。健康であるか否かを確かめるもの。「病気の危険因子」が
　　　　　　あるか否かを見るもので、生活習慣の見直しが目的。

「検診」・・・「特定の病気」を早期に発見・治療することが目的。

町では、各種健診・検診を総称して、「住民健診」と表記しています。

「健診」と「検診」の違いとは？

注
目
!!

特定健診を申し込まれる41〜74
歳（昭和14年4月2日〜48年4月
1日生まれ）の方は、加入健康保
険も必ず記入してください。
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　行政と町民の皆さんとのパイプ
役を務めていただく区長さんが決
まりました。
　１年間よろしくお願いします。
（行政区によって任期に違いがあり
ます）

　 役場総務課広報広聴係
　　（内線 223）

区長名（敬称略）
� 平成25年1月現在
行 政 区 名 区長氏名
四 ツ 屋 笹　山　和　夫
道賀新田 澁　谷　勘　市
上大谷内 羽田野　健　次
真 野 髙　橋　冨　彦
丸 潟 小　林　規　夫
桃 山 五十嵐　利　栄
山 倉 清　水　則　男
苔 沼 佐久間　文　弥
中 の 橋 阿　部　勝　雄
本諏訪山 佐　藤　賢　二
山諏訪山 髙　橋　太　郎
本 大 夫 遠　藤　正　春
山 大 夫 曽　根　志美男
聖中ヶ丘 天　城　幹　夫
本 三 賀 宮　野　孝　男
山 三 賀 小　林　芳　郎
二 本 松 坂　上　誠　一
外 畑 星　野　政　秋
蓮 野 遠　藤　良　次
杉 谷 内 斉　藤　　　昇
正 庵 藤　井　清　四
藤 寄 天　尾　壮一郎
大夫興野 佐　藤　一　雄
甚兵衛橋 大　坂　　　繁
蓮 潟 森　田　春　雄
蓮潟新田 小　林　洋　一
網 代 浜 渡　辺　幸　明
次 第 浜 平　野　政　要
尾沢ヶ丘 八　木　　　誠
亀 塚 髙　松　忠　義
稲 の 平 安　在　　　一
別 條 中　村　政　雄
八 幡 奥　平　民　夫
東 山 志　摩　昭　二
旭 ヶ 丘 皆　川　富　一
ひばりが丘 石　井　宏　一
汐 美 台 安　藤　　　栄

集
落
区
長
さ
ん
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平
成
平
成
2424
年
執
行
　
選
挙
の
投
票
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

年
執
行
　
選
挙
の
投
票
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

県
知
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
今
回
の
選
挙
は
、
県
平

均
で
は
過
去
最
低
の
投
票
率
と
な
っ
た
も
の
の
、
聖
籠

町
の
投
票
率
は
前
回
よ
り
0
・
35
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま

し
た
。

●
県
内
30
市
町
村
中
23
位

新
潟
県
内
市
町
村
投
票
率
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位　

粟
島
浦
村
‥
‥
‥
90
・
94
％

２
位　

阿
賀
野
市
‥
‥
‥
67
・
59
％

３
位　

阿
賀
町
‥
‥
‥
‥
67
・
49
％

…2323
位　
聖
籠
町
‥
‥
‥
‥

位　
聖
籠
町
‥
‥
‥
‥
4646
・・
9999
％％

●
近
隣
で
は
５
市
町
中
第
３
位

近
隣
市
町
の
投
票
状
況

新
潟
市
‥
‥
‥
‥
32
・
81
％

新
発
田
市
‥
‥
‥
41
・
83
％

阿
賀
野
市
‥
‥
‥
67
・
59
％

胎
内
市
‥
‥
‥
‥
48
・
35
％

聖
籠
町
‥
‥
‥
‥

聖
籠
町
‥
‥
‥
‥
4646
・・
9999
％％

県
平
均
‥
‥
‥
‥
43
・
95
％

　

野
田
元
総
理
の
電
撃
解
散
を
受
け
て
行
わ
れ
た
衆
議

院
議
員
総
選
挙
の
投
票
率
は
、
前
回
か
ら
16
・
61
ポ
イ

ン
ト
下
げ
、
全
体
の
順
位
と
し
て
は
全
30
投
票
区
中
29

位
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

●
県
内
30
市
町
村
中
29
位

新
潟
県
内
市
町
村
投
票
率
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位　

粟
島
浦
村
‥
‥
‥
93
・
62
％

２
位　

阿
賀
町
‥
‥
‥
‥
70
・
27
％

３
位　

津
南
町
‥
‥
‥
‥
70
・
20
％

…2929
位　
聖
籠
町
‥
‥
‥
‥

位　
聖
籠
町
‥
‥
‥
‥
5555
・・
4949
％％

●
近
隣
で
は
５
市
町
中
第
４
位

近
隣
市
町
の
投
票
状
況

新
潟
市
‥
‥
‥
‥
53
・
84
％

新
発
田
市
‥
‥
‥
58
・
76
％

阿
賀
野
市
‥
‥
‥
59
・
45
％

胎
内
市
‥
‥
‥
‥
63
・
20
％

聖
籠
町
‥
‥
‥
‥

聖
籠
町
‥
‥
‥
‥
5555
・・
4949
％％

県
平
均
‥
‥
‥
‥
59
・
66
％

●
新
潟
県
知
事
選
挙
投
票
区
別
投
票
率

投
票
区

行　

政　

区

投
票
率（
％
）

第
1

四
ツ
屋
・
道
賀
新
田
・
上
大
谷

内
・
真
野
・
丸
潟
・
桃
山
・
山
倉
・

苔
沼

49
・
42

第
2

中
の
橋
・
本
諏
訪
山
・
山
諏
訪

山
・
本
大
夫
・
山
大
夫
・
聖
中

ケ
丘
・
尾
沢
ケ
丘
・
稲
の
平
・

ひ
ば
り
が
丘

44
・
07

第
3

本
山
賀
・
山
三
賀
・
二
本
松
・

外
畑
・
正
庵
・
東
山

44
・
85

第
4

甚
兵
衛
橋
・
蓮
潟
・
蓮
潟
新
田
・

東
港
六
丁
目
・
東
港
七
丁
目

53
・
46

第
5

藤
寄
・
大
夫
興
野
・
旭
ケ
丘

44
・
65

第
6

網
代
浜
・
東
港
五
丁
目

46
・
21

第
7

次
第
浜
・
汐
美
台

47
・
65

第
8

亀
塚

42
・
81

第
9

蓮
野
・
杉
谷
内
・
別
條
・
八
幡
・

東
港
四
丁
目

53
・
85

合
計

46
・
99

　

両
選
挙
と
も
全
県
で
投
票
率
が
落
ち
込
む
傾
向
に
あ

っ
た
中
、
当
町
の
投
票
率
は
県
知
事
選
で
は
県
平
均
よ

り
高
く
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
県
内
平
均
よ
り
も

低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
政
権
が
交
代

し
、
前
回
に
続
き
民
意
が
選
挙
結
果
と
し
て
現
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
結
果
が
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
確
実
で
す
。

　

投
票
と
い
う
の
は
本
当
に
大
切
な
権
利
で
す
。
投
票

を
棄
権
す
る
と
い
う
こ
と
は
今
と
未
来
の
生
活
に
対
し

て
、
何
も
意
思
表
示
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
人
一
人
に
与
え
ら
れ
た
大
事
な
権
利
で
あ
る
一
票

は
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

次
回
の
選
挙
で
は
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

聖
籠
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
選
挙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た

　

平
成
24
年
10
月
８
日
（
日
）、
聖
籠
町
町
民
会
館
で

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
３
名
が
、
平
成
24
年
10
月
21
日
（
日
）

が
投
票
日
の
新
潟
県
知
事
選
挙
の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

３
名
の
委
員
は
、
町
町
民
会
館
の
入
り
口
で
、
訪
れ

1010
月月
2121
日
執
行　
新
潟
県
知
事
選
挙

日
執
行　
新
潟
県
知
事
選
挙

投
票
率
県
内

投
票
率
県
内
2323
位位

1212
月月
1616
日
執
行　
衆
議
院
議
員
総
選
挙

日
執
行　
衆
議
院
議
員
総
選
挙

投
票
率
県
内

投
票
率
県
内
2929
位位

る
多
く
の
方
々
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
り
な
が

ら
、
投
票
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
今
後
も
投
票
率
向
上
の

た
め
の
活
動
に
努
め
ま
す
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
）

　
（
内
線
２
２
５
・
２
２
７
）

●
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
投
票
区
別
投
票
率

投
票
区

行　

政　

区

投
票
率（
％
）

第
1

四
ツ
屋
・
道
賀
新
田
・
上
大
谷

内
・
真
野
・
丸
潟
・
桃
山
・
山
倉
・

苔
沼

61
・
09

第
2

中
の
橋
・
本
諏
訪
山
・
山
諏
訪

山
・
本
大
夫
・
山
大
夫
・
聖
中

ケ
丘
・
尾
沢
ケ
丘
・
稲
の
平
・

ひ
ば
り
が
丘

57
・
9

第
3

本
山
賀
・
山
三
賀
・
二
本
松
・

外
畑
・
正
庵
・
東
山

55
・
78

第
4

甚
兵
衛
橋
・
蓮
潟
・
蓮
潟
新
田
・

東
港
六
丁
目
・
東
港
七
丁
目

62
・
17

第
5

藤
寄
・
大
夫
興
野
・
旭
ケ
丘

53
・
14

第
6

網
代
浜
・
東
港
五
丁
目

50
・
37

第
7

次
第
浜
・
汐
美
台

53
・
53

第
8

亀
塚

49
・
43

第
9

蓮
野
・
杉
谷
内
・
別
條
・
八
幡
・

東
港
四
丁
目

60
・
30

合
計

55
・
49

未来をつくる
あなたの一票大切に

大
事
な
一
票
　
必
ず
投
票
！
　
あ
な
た
の
一
票
は
大
切
な
一
票
で
す
!!
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聖 籠 町 育 英 資 金 貸 与 制 度
◆育英資金の月額

	 自宅からの通学　　　　　　　　　　　　自宅外からの通学
	 大学		  大学
	 短期大学	 40,000円（以内）	 短期大学	 　 60,000円（以内）
	 高等専門学校		  高等専門学校
	 各種専修学校		  各種専修学校

　この育英資金月額と他に申出のある方には、入学年度に限り一時金として大学は50万円、短期大学・高等専
門学校・各種専修学校は30万円を限度として貸与します。

　

町
で
は
将
来
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
、
大
学
か
ら
各
種
専
修
学
校
ま
で
の
幅
広
い

学
生
を
対
象
に
予
算
の
範
囲
内
で
育
英
資
金
の

貸
与
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
貸
付
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
の
で
、期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
貸
与
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

　（
次
の
全
事
項
に
該
当
す
る
方
）

・
聖
籠
町
に
２
年
以
上
住
所
の
あ
る
方
の
子
弟

・
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種

専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
入
学
生
及
び
在
学

生
・
修
学
に
充
分
た
え
得
る
方
で
、
成
業
可
能
と

思
わ
れ
る
方

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方

・
聖
籠
町
育
英
資
金
の
貸
与
を
一
度
も
受
け
て

い
な
い
方

・
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
旧
日

本
育
英
会
）・
地
方
公
共
団
体
等
の
他
の
奨

学
金
を
受
け
て
い
な
い
方

・
両
親
又
は
後
見
人
の
所
得
が
７
８
０
万
円
未

満
で
、
町
で
定
め
た
所
得
基
準
（
世
帯
人
数

に
よ
り
異
な
る
）
以
下
で
あ
る
こ
と

※
大
学
・
短
期
大
学
と
は
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
の
学
部
・
学
科
（
課
程
）、
短
期
大

学
を
い
い
、
国
・
公
・
私
立
及
び
昼
・
夜
間

の
別
は
問
わ
な
い
。
た
だ
し
、通
信
教
育
部
・

別
科
、
大
学
の
付
属
施
設
（
例
え
ば
看
護
学

校
等
）、
放
送
大
学
、
自
治
医
科
大
学
、
産

業
医
科
大
学
、
防
衛
大
学
等
は
対
象
に
し
な

い
。
ま
た
、専
修
学
校
は
学
校
法
人
で
あ
り
、

２
年
以
上
の
修
学
年
で
あ
る
こ
と
。

■
貸
与
期
間

　

貸
与
決
定
の
月
か
ら
卒
業
ま
で
の
最
短
年
度

ま
で

■
申
込
手
続

　

２
月
12
日
（
火
）
～
３
月
21
日
（
木
）
ま
で

に
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
貸
与
決
定
は
到
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
育
英
生
願
書

・
在
学
証
明
書
（
入
学
後
）

・
推
薦
調
書（
新
入
生
は
卒
業
学
校
長
の
推
薦
）

・
収
入
等
に
関
す
る
書
類（
両
親
又
は
後
見
人
）

・
給
与
所
得
者

平
成
24
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し

・
事
業
者

平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
書
の
写
し

・
年
金
受
給
者

年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
支
払
通
知
書
等
の
写

し
※
兼
業
農
家
等
で
給
与
収
入
と
事
業
収
入
の
あ

る
場
合
は
、
両
方
提
出
す
る
こ
と
。

・
住
民
票
謄
本
（
家
族
全
員
分
）

・
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書（
２
人
分
）

※
連
帯
保
証
人
が
２
人
必
要
で
す
。
１
人
は
両

親
の
う
ち
ど
ち
ら
か
、
も
う
１
人
は
連
帯
保

証
人
と
別
世
帯
の
成
人
の
方
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
在
学
証
明
書
は
、
入
学
後
学
校
か
ら

発
行
し
て
も
ら
い
、
４
月
12
日
（
金
）
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
書
類
は
学
校
教
育
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

■
育
英
生
の
決
定

　

教
育
委
員
会
が
選
考
決
定
し
４
月
末
ま
で
に

可
否
の
決
定
を
通
知
し
ま
す
。

■
育
英
資
金
の
貸
与

　

育
英
資
金
は
、
年
３
回
（
４
月
、
９
月
、
１

月
）本
人
名
義
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

■
育
英
資
金
の
休
止
と
廃
止

　

育
英
生
が
休
学
、
ま
た
は
長
期
欠
席
等
の
と

き
は
、
育
英
資
金
の
貸
与
を
休
止
し
ま
す
。
ま

た
、
育
英
生
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
場
合

等
は
、
育
英
資
金
の
貸
与
を
廃
止
し
ま
す
。

■
貸
与
期
間
中
の
届
出
に
つ
い
て

　

現
在
、貸
与
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
学
年
４
月
15
日
ま
で
に
、
在
学
す
る
学
校
の

「
在
学
証
明
書
」
を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
卒
業
し
た
と
き
や
在
学
中
に
本
人
又

は
連
帯
保
証
人
の
住
所
、
身
元
等
に
移
動
が
生

じ
た
と
き
、
ま
た
休
学
、
退
学
等
の
場
合
は
速

や
か
に
学
校
教
育
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
育
英
資
金
の
返
還

　

育
英
資
金
の
返
還
に
は
利
息
が
つ
き
ま
せ

ん
。
貸
与
期
間
終
了
後
１
年
を
経
過
し
た
後
、

10
年
以
内
に
年
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
繰
上
げ
返
還
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

返
還
を
開
始
す
る
前
に
、
返
還
方
法
を
明
記

し
た
「
返
還
明
細
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

■
返
還
の
猶
予
・
免
除

　

育
英
生
が
、
進
学
や
病
気
等
の
理
由
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
が
返
還
を
困
難
と
認
め
た
場

合
は
、
育
英
資
金
の
返
還
を
猶
予
し
ま
す
。

　

ま
た
、
育
英
生
が
死
亡
又
は
心
身
障
が
い
等

の
た
め
に
返
還
が
困
難
で
あ
り
、
返
還
が
不
能

で
あ
る
と
教
育
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
返
還

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◎
学
校
教
育
課
で
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

役
場
学
校
教
育
課
（
内
線
３
０
５
）
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2 月 8 日（金）児童手当を振込みます

平成25年度児童クラブの入会申請を
受け付けています

　聖籠町では、学校等の給食の安全性を確認し、給食に対する保護者等の不安を軽減することを目的に、給食用
食材の放射性物質検査を実施しています。検査は毎週木曜日、翌日（金曜日）に使用する食材の中から１品目を
選定して行います。再検査となった食材は、給食に使用せず、再検査を実施し公表します。
　なお、町のホームページで最新の検査結果を掲載しています。

検 査 日 検査品目 生 産 地

測 定 結 果
放射性ヨウ素 放射性セシウム

１３１ １３４ １３７

12月   6 日 白菜 茨城県 不検出 不検出 不検出
12月 13日 きゅうり 群馬県 不検出 不検出 不検出
12月 20日 にんじん 千葉県 不検出 不検出 不検出
測定場所 新潟県新発田地域振興局（新発田市豊町３丁目３番２号）

※ 単位：Bq（ベクレル／㎏）
※ この検査の検出限界値は、20Bq ／㎏です。検出限界値は、測定する条件や食材により異なります。
※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器で検出できる最小値（最小限度）のことをいい、この値は測定環境（自然界に存在する大気中
　 の放射線量）、測定条件（時間重量等）、検査対象品目によって異なります。

学校給食食材の放射性物質測定結果

お問い合わせ　役場学校教育課（内線 305）

お問い合わせ　保健福祉課（保健福祉センター）子ども家庭相談係　☎ 27－6511
　　　　　　　蓮野児童クラブ（蓮野小学校内）☎ 090−8035−9392
　　　　　　　山倉児童クラブ（山倉小学校内）☎ 090−7262−3180
　　　　　　　亀代児童クラブ（亀代小学校内）☎ 090−8031−4739

お問い合わせ　保健福祉課（保健福祉センター）子ども家庭相談係　☎ 27－6511

　児童手当の 2 月支払い分（平成 24 年 10 月～平成 25 年 1 月分）は 2 月 8 日（金）に、受給者の指定した金融機
関に振込みます。
　個人への支払通知は、この紙面をもってかえさせていただきます。

　児童クラブは、就労等により保護者が日中家庭にいない場合、その家庭の子どもたちに遊びや生活の場を提供
し、健全な育成を図る事業で、3 小学校内で開設しています。

原則として小学校 1 年生～ 3 年生
申請書等の様式は児童クラブにあります。勤務証明書等必要書類を添えて、児童クラブに提出してください。

■受付期間　2 月 1 日（金）～ 2 月 22 日（金）の午後 1 時 30 分～午後 5 時 15 分（日曜祝日を除く。土曜日可）
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お申込み・問い合わせ　役場生活環境課　地域安全係（内線 284）

みんなで安心、みんなの共済

新潟県交通災害共済
～４月からの加入申し込みを受け付けます～

　交通災害共済は県内の全市町村で行う助け合いの制度で、会員が交通事故
にあわれた場合に見舞金を支給します。
　現在加入されている方は、平成 25 年 3 月 31 日で共済期間満了となります
ので更新手続きをお勧めします。
　まだ加入されていない方は万一の事故に備え、加入をお勧めします。

【会　　費】
　一人　年額 500 円　※ 途中加入も同額です

【加入手続】
　全戸配布される申込書でお申し込みください。
　申込書には世帯員の名前が記されています。加入
しない人がいる場合は申込書の氏名を二重線で消し
てください。記載されていない人が加入する場合は、
氏名を書き加えてください。

【申込方法】
　申し込みはお近くの金融機関（ゆうちょ銀行は除
く）、聖籠町役場生活環境課へ現金を添えてお申し
込みください。
　また、3 月上旬までは集落区長さんに協力いただ

き、集落でも取りまとめを行っています。それ以降
は金融機関か役場でお申し込みください。

【共済期間】
・３月までに申し込まれた方
　平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日まで
・４月以降に申し込まれた方は 
　申し込みの翌日～平成 26 年 3 月 31 日まで
会費一人 500 円は変わりませんので 3 月までに申
し込まれることをお勧めします。

【そ の 他】
　見舞金は実治療日数 7 日以上から支給されます。
　交通災害共済に関する詳しいことは、申込書と一
緒に配布されるパンフレットをご覧ください。

よい食生活を
すすめるためのグループ講習会を開催します

聖籠町食生活改善推進委員よりお知らせ

　子どもの時から健全で正しい食習慣や豊富な知識を身につけることは健康を守る大きな力となりますね。
　私たちと一緒に調理実習を通してこどもの食事、ご自身の食事ふりかえってみませんか？桃の節句に向け行事
食に挑戦します。たくさんのご参加をお待ちしています。

日　　時：　2 月 26 日（火）　9 時 15 分～ 13 時 30 分
献立内容：　彩りちらしとおひなさま巻き
　　　　　　お吸い物
　　　　　　黒ごま和風くずプリン
参 加 費：　300 円
持 ち 物：　お米 1/2 合
　　　　　　エプロン・三角巾・手ふき用タオル・筆記用具
申込み期限：２月 15 日（金）
※ 保育ルームの準備はありません。ご了承ください。

お申込み・問い合わせ　役場保健福祉課（保健福祉センター）☎27－6511　管理栄養士まで
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就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
い

が
た
２
０
１
４
開
催
の

お
知
ら
せ

　

勤
務
地
が
新
潟
県
内
の
企
業
が

参
加
す
る
学
生
対
象
の
合
同
企
業

説
明
会
で
す
。

２
月
26
日
（
火
）
13
：
00
～

16
：
30

朱
鷺
メ
ッ
セ　

２
Ｆ　

メ
イ
ン

ホ
ー
ル

平
成
26
年
３
月
大
学
等
卒
業
予

定
者

■
参
加
企
業　

50
社
（
予
定
）

※
参
加
企
業
等
詳
細
は
新
潟
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス　

に

い
が
た
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

新
潟
県
産
業
労
働
観
光
部
労
政

雇
用
課
雇
用
対
策
班

☎
０
２
５

−

２
８
０

−

５
２
７
０

精
神
科
医
に
よ
る「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」

の
ご
案
内

　

精
神
的
な
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健

康
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
及
び

そ
の
家
族
等
を
対
象
に
、
精
神
科

の
医
師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
2
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

2
月
26
日（
火
）
13
：
30
～
15
：

30
（
相
談
時
間
は
１
組
あ
た
り

約
１
時
間
程
度
）
※
予
約
制

新
発
田
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

環
境
部 

２
階 

予
診
室
（
受
付
）

（
新
発
田
市
豊
町
3

−

3

−

2
）

【
お
願
い
】

●
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・

新
発
田
地
域
振
興
局
健

康
福
祉
環
境
部
（
新
発
田
保
健

所
）
地
域
保
健
課

☎
２
６

−

９
１
３
３

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

内
閣
府
で
は
、
平
成
25
年
度
に

実
施
す
る
青
年
国
際
交
流
事
業

（「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」「
国

際
青
年
育
成
交
流
」「
日
本･

中

国
青
年
親
善
交
流
」「
日
本
・
韓

国
青
年
親
善
交
流
」）
の
参
加
青

年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当

☎
０
３

−

３
５
８
１

−

１
１
８
１

新
潟
県
福
祉
保
健
部
児
童
家
庭

課
☎
０
２
５

−

２
８
０

−

５
２
１
４

特
別
電
話
相
談
「
高
齢

者
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」

の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
社
会
経
験
が
浅
い
若
者

や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を

狙
っ
た
悪
質
商
法
に
対
す
る
注
意

喚
起
と
被
害
の
未
然
防
止
を
図
る

た
め
、
1
月
か
ら
2
月
に
市
町
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
と
共
同
で

「
悪
質
商
法
被
害
防
止
共
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、2
月
21
日
、

22
日
に
特
別
電
話
相
談
「
高
齢
者

ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

当
日
は
通
常
の
相
談
時
間
を
延

長
し
て
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
相
談
に
対
し
て
必
要
な
助

言
、
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

2
月
21
日
（
木
）・
22
日
（
金
）

9
：
00
～
18
：
00

■
相
談
専
用
電
話

　

０
２
５

−

２
８
５

−

４
１
９
６

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５

−

２
８
１

−

５
５
１
６ 

話
し
て
み
ま
せ
ん
か　

あ
な
た
の
せ
つ
な
い

気
持
ち
…

　

警
察
、
公
益
社
団
法
人
新
潟
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
被
害

者
支
援
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

被
害
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご

家
族
や
ご
友
人
か
ら
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
：

新
発
田
警
察
署　
　
　
　
　
　

２
３

−

０
１
１
０

　

大
字
諏
訪
山
地
内
に
お
い
て
、

新
潟
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定

（
聖
籠
町
決
定
）
案
を
以
下
に
よ

り
縦
覧
し
ご
意
見
を
求
め
ま
す
。

１　
都
市
計
画
の
種
類　

地
区
計
画
（
市
街
化
調
整
区

域
内
）

２　
名
称　

諏
訪
山
木
の
株
地
区
地
区
計

画

３　
位
置
及
び
区
域　

大
字
諏
訪
山
地
内
（
左
図
の

と
お
り
）

４　
計
画
の
内
容　

宅
地
開
発

５　
縦
覧
期
間　

２
月
４
日
（
月
）
～
２
月
18

日
（
月
）

６　
縦
覧
場
所　

役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課　

７　
意
見
の
提
出
期
限　

２
月
18
日
（
月
）

８　
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
方　

　
　

町
民
及
び
利
害
関
係
を
有
す

る
方（

意
見
書
の
用
紙
は
縦

覧
場
所
に
あ
り
ま
す
）

役
場
ふ
る
さ
と
整
備

　

課　

都
市
計
画
係

　
（
内
線
２
３
１
）

都
市
計
画
案（
地
区
計
画
）の

ご
意
見
を
求
め
ま
す

新潟都市計画地区計画（聖籠町決定）
諏訪山木の株地区 地区計画 計画図

計画区域

凡　　　　　例
地区計画区域及び
地区整備計画区域
地区
施設

道　　路
（計画幅員6.0m） 　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

聖籠観音の湯
ざぶ～ん
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警
察
本
部
「
警
察
相
談
室
」

０
２
５

−

２
８
３

−

９
１
１
０

ま
た
は 

♯
９
１
１
０

警
察
本
部
「
女
性
被
害
１
１
０

番
」

０
２
５

−

２
８
１

−

７
８
９
０

※
性
犯
罪
被
害
者
対
象
で
す

■
公
益
社
団
法
人
に
い
が
た
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

【
支
援
内
容
】

①
電
話
相
談
及
び
面
接
相
談

　

相
談
を
通
じ
て
、
悩
み
の
解

決
に
役
立
つ
情
報
や
関
係
機
関

を
紹
介
し
ま
す
。
面
接
相
談
は

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

②
直
接
支
援

　

警
察
署
、
病
院
、
裁
判
所
な

ど
へ
の
付
き
添
い
や
家
事
の
補

助
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

弁
護
士
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
無
料
制
度
も
あ
り
ま
す
。

③
自
助
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援

　

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
遺
族

同
士
が
体
験
を
語
り
合
い
、
孤

立
感
を
少
し
で
も
和
ら
げ
、
将

来
へ
の
希
望
が
持
て
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

受
付
時
間

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
年

末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

10
：
00
～
16
：
00

相
談
専
用
電
話

　

０
２
５

−

２
８
１

−

７
８
７
０

広
域
関
係
三
組
合　

工
事
な
ど
の
入
札
・

見
積
参
加
申
請
受
付

　

平
成
25
・
26
年
度
に
新
発
田
地

域
広
域
事
務
組
合
、
新
発
田
地
域

老
人
福
祉
保
健
事
務
組
合
、
下
越

障
害
福
祉
事
務
組
合
が
発
注
す
る

建
設
工
事
な
ど
の
入
札
・
見
積
参

加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し

く
は
新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
shibata-kouiki.jp/s-kouiki/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

2
月
1
日
（
金
）
～
2
月
28
日

（
木
）

8
：
30
～
17
：
00
（
土
・
日
・

祝
除
く
）

■
申
請
方
法

直
接
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
管
外
の
方
は
郵
送
可
（
2

月
28
日
消
印
有
効
）

■
提
出
書
類

　

新
潟
県
の
定
め
る
様
式
・
当

三
組
合
の
定
め
る
様
式
。
工
事

経
歴
書
（
経
営
事
項
審
査
時
に

添
付
し
た
も
の
の
写
し
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。（
様
式
は

上
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

提
出
・

新
発
田
地
域
広
域
事
務

組
合 

事
務
局 

総
務
課

〒
９
５
７

−

０
０
５
３

新
発
田
市
中
央
町
5

−

4

−

7

☎
２
６

−

１
５
０
１

あ
な
た
の
気
に
な
る

年
金
記
録　

も
う
一
度
ご
確
認
を

　

い
ま
だ
約
２
，
２
０
０
万
件
の

持
ち
主
が
確
認
で
き
て
い
な
い
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の

年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」

が
あ
る
の
で
は
と
ご
心
配
の
あ
る

方
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
等

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

日
本
年
金
機
構
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

■
受
付　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
9
時
～
20

時
）
第
2
土
曜
日
（
9
時
～
17

時
）

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

−

０
５
８

−

５
５
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：　
　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp

敬
和
学
園
大
学
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

ま
ち
の
駅
よ
ろ
ず
「
新
発
田
学

研
究
セ
ン
タ
ー
」
開
所
６
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・「
阿
賀
北
ロ

マ
ン
賞
」
授
賞
式
を
行
い
ま
す
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

3
月
2
日
（
土
）
13
：
30
～

15
：
30

受
付
：
13
：
00
～

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

「
地
域
の
宝
を
生
か
す
」

■
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　

・
文
教
大
学
国
際
学
部
準
教
授　

海
津
ゆ
り
え
氏

・
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
教
授　

真
坂
昭
夫
氏

・
株
式
会
社
未
来
政
策
研
究
所

比
田
井
和
子
氏

・
加
治
川
ネ
ッ
ト
21

・
武
庸
会

「
阿
賀
北
ロ
マ
ン
賞
」
授
賞
式

3
月
2
日
（
土
）
15
：
30
～

16
：
15

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

文
章
講
座
を
行
い
ま
す

2
月
16
日
（
土
）・
3
月
3
日

（
日
）
13
：
00
～
16
：
00

ま
ち
の
駅
よ
ろ
ず
「
新
発
田
学

研
究
セ
ン
タ
ー
」　

■
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
阿
賀
北

ロ
マ
ン
賞
授
賞
式
・
文
章
講
座
と

も
参
加
費
は
無
料
で
す
。
事
前
に

申
し
込
ま
れ
る
と
確
実
に
会
場
に

お
入
り
い
た
だ
け
ま
す
。

・

敬
和
学
園
大
学
教
務
係　

☎
２
６

−

２
５
１
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
６

−

３
６
４
６

E
-m

ail�
kyom

u@
keiw

a-c.ac.jp

新潟県の最低賃金が改正
されました！

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も
最低賃金 時間額 効力発生日

新潟県最低賃金（新
潟県で働くすべての
労働者に適用されま
す！）

６８９円 平成24年
10月 5 日

新潟県電子部品・デ
バイス・電子回路、
電気機械器具、情報
通信機械器具製造業
最低賃金

８００円 平成24年
12月16日

新潟県各種商品小売
業最低賃金 ７４７円 平成24年

12月29日

新 潟 県 自 動 車（ 新
車）、自動車部分品・
附属品小売業最低賃
金

８０１円 平成24年
12月13日

新潟労働局賃金室　☎ 025−288−3504
または最寄りの労働基準監督署まで
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新潟情報 !!
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新潟情報 !!

選
手
動
向

　

多
く
の
声
援
を
背
に
、
２
０
１

２
シ
ー
ズ
ン
を
劇
的
な
残
留
で
終

え
た
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
。
最

終
戦
を
最
後
に
チ
ー
ム
と
し
て
の

活
動
は
終
了
と
な
り
、
チ
ー
ム
は

解
散
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

年
末
年
始
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
選

手
の
移
籍
の
動
き
が
活
発
と
な
る

季
節
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
、ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
か
ら
離
れ
る
選
手
は
12
人
。

そ
の
う
ち
、
期
限
付
き
で
の
移
籍

と
な
っ
た
MF
木
暮
郁
哉
選
手
（
水

戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
）、MF
キ
ム
ヨ

ン
グ
ン
選
手
（
カ
タ
ー
レ
富
山
）、

DF
増
田
繁
人
選
手
（
ザ
ス
パ
ク
サ

ツ
群
馬
）
の
3
人
は
J2
の
舞
台
で

経
験
を
積
み
、
新
潟
に
戻
っ
て
き

た
と
き
に
は
よ
り
成
長
し
た
姿
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

２
０
１
２
シ
ー
ズ
ン
で
契
約
満

了
と
な
っ
た
選
手
は
MF
ミ
シ
ェ
ウ

選
手
、
GK
小
澤
英
明
選
手
、
MF
小

林
慶
行
選
手
の
3
名
。
ミ
シ
ェ
ウ

選
手
は
２
０
１
０
シ
ー
ズ
ン
か
ら

新
潟
に
加
入
し
、
２
０
１
１
シ
ー

ズ
ン
か
ら
は
10
番
を
背
負
っ
て
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
相
手
選
手

だ
け
で
な
く
、
見
て
い
る
人
、
全

て
の
意
表
を
突
く
よ
う
な
創
造
的

な
プ
レ
ー
で
攻
撃
を
牽
引
し
、
エ

ー
ス
ナ
ン
バ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
活

躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
シ

ー
ズ
ン
は
チ
ー
ム
全
体
で
の
得
点

数
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の

攻
撃
の
中
心
に
は
い
つ
も
ミ
シ
ェ

ウ
選
手
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
林
選
手
も
ミ
シ
ェ
ウ
選
手
と

同
じ
く
、
２
０
１
０
シ
ー
ズ
ン
に

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
か
ら
の
移

籍
加
入
と
な
り
ま
し
た
。
小
林
選

手
は
Ｊ
１
リ
ー
グ
で
の
通
算
出
場

数
が
３
０
１
試
合
（
２
０
１
３
年

1
月
現
在
）
と
な
る
、
経
験
豊
富

な
ボ
ラ
ン
チ
の
選
手
で
す
。
高
い

技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
試
合

の
流
れ
を
的
確
に
読
み
、
そ
の
状

況
に
合
わ
せ
た
プ
レ
ー
選
択
は
チ

ー
ム
に
抜
群
の
安
定
感
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
GK
の
小
澤
選
手
。
GK
の

け
が
人
が
相
次
い
だ
２
０
１
１
シ

ー
ズ
ン
。
シ
ー
ズ
ン
途
中
か
ら
の

加
入
で
チ
ー
ム
の
窮
地
を
救
い
、

文
字
通
り
新
潟
の
救
世
主
と
な
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
日
々
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
か
ら
１
０
０
％
の
姿
勢
で

取
り
組
む
姿
は
若
手
の
み
な
ら

ず
、
全
て
の
選
手
に
と
っ
て
お
手

本
と
な
る
よ
う
な
存
在
で
し
た
。

　

MF
中
村
太
亮
選
手
、
FW
平
井
将

生
選
手
、
MF
ア
ラ
ン 

ミ
ネ
イ
ロ

選
手
の
3
名
は
期
限
付
き
移
籍
期

間
の
満
了
に
よ
り
ク
ラ
ブ
を
去
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
中
村
選
手

は
期
限
付
き
移
籍
元
で
あ
っ
た
京

都
サ
ン
ガ
FC
か
ら
モ
ン
テ
デ
ィ
オ

山
形
へ
移
籍
、
平
井
選
手
は
ガ
ン

バ
大
阪
へ
の
復
帰
が
決
定
し
て
い

ま
す
。

　

ア
ラ
ン
選
手
は
日
本
と
ブ
ラ
ジ

ル
の
サ
ッ
カ
ー
の
違
い
に
戸
惑
う

時
期
も
あ
り
、
な
か
な
か
出
場
機

会
と
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
な

い
時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
終
節
で
見
せ
た
強
烈
な
ミ
ド
ル

シ
ュ
ー
ト
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
に

焼
き
つ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
1

シ
ー
ズ
ン
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
残
留
に
大
き
く
貢
献
し
た

ア
ラ
ン
選
手
は
確
実
に
ク
ラ
ブ
に

名
を
刻
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
ク
ラ
ブ
へ
の
移
籍
が

決
定
し
た
選
手
は
DF
鈴
木
大
輔
選

手
（
柏
レ
イ
ソ
ル
）、
DF
石
川
直

樹
選
手
（
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
）、

FW

矢
野
貴
章
選
手
（
名
古
屋
グ
ラ
ン

パ
ス
）、
FW
ブ
ル
ー
ノ
・
カ
ス
タ

ニ
ェ
イ
ラ
選
手
（
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
・
S
）
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
シ
ー
ズ
ン
、
失
点
数

34
と
リ
ー
グ
2
位
タ
イ
の
成
績
で

新
潟
の
堅
守
を
支
え
た
2
人
の
セ

ン
タ
ー
バ
ッ
ク
。
鈴
木
大
輔
選
手

は
柏
レ
イ
ソ
ル
へ
、
石
川
選
手
は

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
へ
の
移
籍
と
な
り

ま
し
た
。
二
人
の
活
躍
は
新
潟
の

サ
ポ
ー
タ
ー
に
も
強
く
印
象
を
残

し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
を
去
る
に
あ

た
っ
て
は
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
の
お
か

げ
で
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
も
人

と
し
て
も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
」（
鈴
木
大
輔
選

手
）、「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
か

ら
来
た
と
い
う
自
信
と
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
で
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
潟
を

忘
れ
ま
せ
ん
。
２
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」（
石
川
直
樹

選
手
）
と
コ
メ
ン
ト
を
残
し
、
2

名
と
も
新
潟
へ
の
愛
着
を
十
分
に

感
じ
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
０
年
に
新
潟

か
ら
ド
イ
ツ
へ
と
渡
り
、
今
シ
ー

ズ
ン
再
び
新
潟
に
戻
っ
て
き
た
矢

野
選
手
は
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
へ

の
移
籍
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
矢

野
選
手
は
ク
ラ
ブ
史
上
初
と
な
る
、
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ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
所
属
選

手
と
し
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出

場
し
た
選
手
で
す
。
２
０
１
０
年

南
ア
フ
リ
カ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
。
新
潟
の

代
表
と
し
て
、
そ
し
て
、
日
本
の

代
表
と
し
て
南
ア
フ
リ
カ
の
ピ
ッ

チ
に
立
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

シ
ー
ズ
ン
は
Ｊ
１
リ
ー
グ
2
得
点

と
思
う
よ
う
な
結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く
の

サ
ポ
ー
タ
ー
に
愛
さ
れ
て
い
た
矢

野
選
手
で
す
が
、
新
天
地
に
活
躍

の
場
を
求
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

ど
の
選
手
も
新
潟
の
た
め
に
全

力
で
戦
っ
て
き
て
く
れ
た
選
手
で

す
。
そ
ん
な
選
手
が
ク
ラ
ブ
か
ら

離
れ
る
の
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん

が
、
次
は
敵
と
な
っ
て
立
ち
は
だ

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

は
絶
対
に
負
け
な
い
よ
う
、
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
も
前
へ
と
進
ま

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
戦
う
ク

ラ
ブ
は
変
わ
っ
て
も
、
新
潟
の
一

員
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

更
な
る
活
躍
を
見
せ
て
ほ
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

レ
デ
ィ
ー
ス
の
新
監
督
に
能
仲
太

司
氏
が
就
任

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ

ー
ス
は
12
月
15
日
、
奥
山
達
之
監

督
の
退
任
を
発
表
し
ま
し
た
。
奥

山
前
監
督
は
２
０
０
８
年
か
ら
5

年
間
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
指
揮
を
執

っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
１
シ
ー

ズ
ン
で
は
第
33
回
全
日
本
女
子
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
で
チ
ー
ム
を
準
優

勝
に
導
く
な
ど
、
指
導
者
と
し
て

の
高
い
手
腕
を
見
せ
ま
し
た
。

　

特
に
最
近
は
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
レ

オ
ネ
ッ
サ
、
日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
、

浦
和
レ
ッ
ズ
レ
デ
ィ
ー
ス
と
い
っ

た
強
豪
ク
ラ
ブ
と
も
互
角
に
渡
り

合
い
、
好
ゲ
ー
ム
を
見
せ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
も
奥
山
前
監
督
が
レ
デ
ィ
ー
ス

の
底
上
げ
を
実
現
し
、
チ
ー
ム
と

し
て
の
基
盤
を
築
き
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
そ
の
基
盤

を
基
に
、
更
な
る
発
展
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
1
月
9
日
、
新
監
督

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
く
レ

デ
ィ
ー
ス
の
指
揮
を
執
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
能
仲
太
司
監
督
で

す
。
能
仲
監
督
は
新
潟
県
新
発
田

市
の
出
身
。
２
０
０
２
年
か
ら
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に

籍
を
置
き
、
２
０
０
７
年
か
ら
は

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
（
女
子
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
）
の
テ
ク
ニ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

監
督
と
し
て
の
指
導
歴
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
世
界
と
戦
っ

た
経
験
は
チ
ー
ム
に
大
い
に
還
元

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の
佐
々
木
則
夫
監
督

の
指
揮
も
近
く
で
見
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
し
、
そ
の
経
験
値
に
疑

い
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
に
チ
ー
ム
を
勝
利
へ
と
導
い

て
い
く
の
か
、
非
常
に
楽
し
み
な

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

レ
デ
ィ
ー
ス
の
始
動
は
1
月
末

か
ら
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

奥
山
前
監
督
が
残
し
て
い
っ
た
も

の
に
さ
ら
に
上
積
み
し
、
能
仲
監

督
共
に
ま
た
新
た
な
歴
史
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。
２
０
１
３
シ
ー
ズ

ン
も
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ

ィ
ー
ス
の
活
躍
に
ご
注
目
く
だ
さ

い
！

★
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
開
幕
の
お

知
ら
せ

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ

ー
ス
が
参
戦
す
る
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ

ー
グ
が
、４
月
６
日
（
土
）
ま
た
は
７
日
（
日
）

に
開
幕
し
ま
す
。
今
年
の
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
リ
ー
グ
は
昨
年
と
は
試
合
形
式
が
変
わ

り
、
全
国
の
16
チ
ー
ム
を
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
て
２
回
戦
の
総
当
た
り
戦
を
行
い
、

も
う
一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
チ
ー
ム
と
１
試
合

ず
つ
対
戦
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
全
22

試
合
、
６
ヶ
月
間
の
戦
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
参
戦
１
年
目
の
昨
年

は
、
２
勝
４
分
16
敗
で
12
位
と
思
う
よ
う
な

結
果
が
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
試
合
を
重

ね
る
ご
と
に
選
手
ひ
と
り
ひ
と
り
は
も
ち
ろ

ん
、
チ
ー
ム
全
体
と
し
て
も
大
き
く
成
長
で

き
た
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
現
在
、
選
手
た
ち
は
リ

ー
グ
戦
開
幕
に
向
け
て
日
々
ハ
ー
ド
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
シ
ー

ズ
ン
は
昨
シ
ー
ズ
ン
よ
り
も
良
い
結
果
を
残

せ
る
よ
う
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
年
も
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ

カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
試
合
は
毎
試
合

入
場
無
料
と
な
っ
て
お
り
、
参
加
費
無
料
の

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
来
月
号
以
降
男
子
サ

ッ
カ
ー
の
北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の

情
報
も
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

★
学
校
紹
介

　

今
月
号
も
先
月
号
に
引
き
続
き
２
つ
の
学

科
を
紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ー
チ
・
審
判
専
攻
科
は
サ
ッ
カ
ー
の
指

導
・
審
判
の
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
る
た
め
に

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
戦
術
分
析
な
ど
の

勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
試
合
に
審
判
と

し
て
参
加
す
る
な
ど
、
実
践
的
な
実
習
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
科
は
将
来
サ
ッ
カ
ー

界
を
裏
方
と
し
て
支
え
る
人
材
を
目
標
に
日

々
勉
強
し
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
界
で
働
く

た
め
の
即
戦
力
を
身
に
着
け
る
た
め
に
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
や
学
内
の
チ
ー
ム
の
試
合

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
積
極
的
に

町
へ
出
て
様
々
な
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
青
い
ジ
ャ
ー
ジ
の
学
生
を
見

か
け
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

★
２
月
の
イ
ベ
ン
ト

国
際
雪
上
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

２
月
23
日（
土
）13
時
か
ら
ス
ポ
ア
イ
ラ
ン

ド
聖
籠
で
国
際
雪
上
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
聖
籠
町
・
新
発
田
市
在
住

の
外
国
人
の
方
々
と
交
流
し
、
雪
を
楽
し
む

こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
雪

の
上
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
後
に
は
餅
つ
き
を

行
い
、
お
し
る
こ
を
振
る
舞
い
ま
す
。
全
て

参
加
費
無
料
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
た
く
さ
ん

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

か
ら
の
報
告
・
お
知
ら
せ

JAPANサッカーカレッジ
HFLモバイルサイトは

こちらから!!

【お申し込み・お問合わせ先】
〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
ジャッピーTwitter：@jyappi
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み ん な の ひ ろ ば
　

投
稿
す
る
と
き
は
濃
い
鉛

筆
（
2
B
以
上
）
か
ペ
ン
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。（
薄
い

も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）

名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ

い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の

場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン

ネ
ー
ム
『
○
○
○
』
と
書
い

て
く
だ
さ
い
。

　

１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け

受
け
付
け
ま
す
。

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

こども園から中学校までの12年間、
食育カリキュラムがあります！

　聖籠町では、こども園から中学校まで年代に合わせた内容で、
給食センターの栄養教諭が食育授業を実施しています。
　今回はこども園の年少、年中さんの食育授業をご紹介します。
　年少さんは「食べものの名前
を覚えよう！」がテーマです。
３つのキャラクターを代表とす
る食べものをクイズ形式で掲示
します。
　先日、町の食生活改善推進委
員さんによる食育劇で見たばか
りの子どもたちは得意げに教え
てくれていました。そして、当
日の給食に出る食材の実物に触れてみます。持ちあげたり、匂い
も嗅いでみたり。さあ、今日の給食にはどんな風に変身して出て
くるかな？？
　年中さんは「食事のマナー」
がテーマです。
　イラストを見せて、考えさせ
ます。みんなはお行儀よく食べ
られるかな？こんな子はいない
かな？
　それから、お茶碗、お箸は正
しく持てるかな？
　実際に箸・お茶碗を持って練習します。そして箸を使ってお皿
からお皿へ豆を移動させて楽しく練習します。
　お箸が正しく持てると楽しく食事ができるよね。
　お家でもぜひ、子どもたちに実践できるように声かけをしてあ
げてくださいね。

町の宝で〜す
12月の乳児健診から

渡邉 禅
ぜん

ちゃん齋藤 彩
あ

夏
げ

羽
は

ちゃん

坂上 翔
かけ

瑠
る

ちゃん

鶴巻 光
らい

絆
は

ちゃん

加藤 逢
あい

生
き

ちゃん

中村 玲
れ

菜
な

ちゃん

川﨑 笑
え

瑠
る

架
か

ちゃん

大滝 凜
りん

ちゃん

河面 大
たい

誠
せい

ちゃん

佐藤 福
ふく

斗
と

ちゃん佐藤 百
もも

花
か

ちゃん

我☆さん 19歳 斉藤たかしさん 14歳神りゅうさん 10歳

No.10

お詫び
　
広
報
1
月
号
22
ペ
ー
ジ
「
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧

会
入
賞
作
品
」
に
掲
載
し
た
入
賞
者
名
の
ふ
り
が
な
に
以

下
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
亀
代
小
学
校
5
年
　
高
橋 

咲
良
さ
ん
の
名
前
の
ふ
り

が
な
は
「
さ
ら
」
で
は
な
く
「
さ
く
ら
」
で
し
た
。

　
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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16
回
目
の
ペ
ッ
ト
自
慢
は
、
磯

辺
さ
ん
宅
（
諏
訪
山
）
の
ラ
ラ
ち

ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

★
ラ
ラ
に
つ
い
て
★

　

ラ
ラ
は
生
後
三
ヶ
月
で
我
が
家

に
き
ま
し
た
。
と
て
も
小
さ
く
て

大
人
し
く
半
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
声

も
出
さ
な
い
で
リ
ビ
ン
グ
で
ジ
ー

ッ
と
座
っ
て
い
る
ラ
ラ
で
し
た
。

　

今
は
二
歳
の
梨
杏
（
り
あ
ん
）

と
い
っ
し
ょ
に
い
つ
も
仲
良
く
遊

ん
で
い
ま
す
。
梨
杏
が
ラ
ラ
に
本

を
読
ん
で
あ
げ
る
と
ラ
ラ
は
座
っ

て
聞
い
て
い
て
く
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
お
昼
寝
を
し
て

い
る
間
は
絶
対
に
吠
え
ま
せ
ん
。

優
し
い
ラ
ラ
で
す
。

　

お
客
様
が
来
て
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

を
押
し
て
も
全
く
我
関
せ
ず
マ
イ

ペ
ー
ス
で
過
ご
す
ラ
ラ
、
が
ん
ば

っ
て
吠
え
る
と
き
は
大
好
き
な
お

姉
ち
ゃ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
に
遊
ん

で
も
ら
い
た
い
と
き
！
家
族
が
そ

ろ
う
と
う
れ
し
そ
う
に
み
ん
な
の

間
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

番
犬
と
い
う
よ
り
も
癒
し
犬
♡

　

我
が
家
の
大
切
な
家
族
で
す
。

　 ★ プロフィール ★
名前  ララ
生年月日  平成23年11月28日
１歳の女の子
種類  チワワとトイプードルの
ミックス

　

可
愛
い
ペ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
方
は

電
話
、
メ
ー
ル
、
広
報
は
が
き
等
で
総

務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
掲
載
す
る
場
合
は
総
務
課
か
ら

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
薄
謝
を
進
呈
し

ま
す
。

自
慢
し
た
い
ペ
ッ
ト
募
集
！

№16

　

聖籠中学校で
クリスマス会が開催されました
　12月 20 日（木）、聖籠中学校でせいろう共育ひろば「みら
いのたね」と聖籠町社会福祉協議会によるクリスマス会が行わ
れました。
　このイベントは、ハンディキャップのあるなしや老若男女を
問わず、誰もが「出会い」「つながる」ことのできるひとときを
提供する会として企画されました。
　当日は、杉の子の家・中学生・みらいのたねによる喫茶コー
ナーやわくわくステーション（特別支援学級）の作品販売、東
日本大震災被災地応援コーナー等を開設。町のデイサービスセ
ンターを利用している高齢者や乳幼児、小学生、中学生、大人
の方々といった様々な顔ぶれ約 200人が集いました。
　オープニングは、聖籠中学校吹奏楽部の演奏。暖炉には火が
入れられ、生のフルートとピアノの素敵な BGMも流れ、杉の
子の家特製シフォンケーキと飲み物をいただきながら、なにげ
ない居場所を楽しむ感動的な会でした。


